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議会だより

大
　
熊
　
公
　
平

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て1

区
画
整
理
事
業
等
に
よ

り
、
ア
パ
ー
ト
、
集
合
住

宅
入
居
者
の
自
治
会
へ
の
加
入

率
が
低
下
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
衰
退
、
犯
罪
抑
止
力
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
現

状
と
問
題
点
を
ど
う
把
握
し
て

い
る
か
。

2

自
治
組
織
活
性
化
の
た
め
の

支
援
制
度
が
環
境
、
防
犯
、
交

通
、
防
災
の
４
メ
ニ
ュ
ー
で
あ

る
が
、
実
績
が
少
な
い
理
由
で

予
算
を
減
少
す
る
の
は
疑
問
が

残
る
。
使
い
や
す
い
制
度
に
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

ど
う
か
。

3

総
合
計
画
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
が
市
民

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
と

位
置
付
け
ら
れ
、
全
市
的
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

形
成
を
挙
げ
て
い
る
が
、
早
期

形
成
の
た
め
、
現
在
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
。

●１
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ

ン
に
自
治
会
を
つ
く
り
に

く
い
現
状
で
あ
る
が
、
清
掃
活

動
や
ご
み
処
理
、
犯
罪
防
止
等

に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も
事
実
。

組
織
化
を
さ
ら
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

●２
防
犯
、
環
境
、
交
通
、
防
災

の
各
事
業
に
５
万
円
を
限
度
に

活
性
化
事
業
補
助
金
を
交
付
し

て
い
る
が
、
自
治
会
規
模
の
差

異
に
伴
う
不
公
平
感
、
他
の
補

助
金
等
と
の
区
別
が
つ
き
に
く

い
点
な
ど
問
題
点
も
あ
る
。
今

後
、
組
織
の
位
置
付
け
、
公
平
、

平
等
を
基
本
に

メ
ニ
ュ
ー
の
見

直
し
を
考
え
て

い
き
た
い
。

●３
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
市

内
に
21
団
体
あ

り
、
き
ら
め
き

プ
ラ
ザ
を
拠
点

に
岡
山
県
全
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
が
さ
れ
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
は
協

働
の
ま
ち
づ
く

り
の
パ
ー
ト
ナ

ー
で
あ
る
。
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
化

は
、
岡
山
県
や

総
社
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
連

携
し
て
、
窓
口
の
一
元
化
や
情

報
発
信
、
さ
ら
に
人
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
平
常
時
構
築
な
ど
も

視
野
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
市
長
）

中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ

い
て

出
に
対
す
る
見
解
は
ど
う
か
。

服
　
部
　
剛
　
司

９
月
議
会
の
提
案
説
明

に
つ
い
て

1
高
梁
川
新
架
橋
は
広
域

的
な
道
路
の
一
部
で
あ
る

の
で
、
倉
敷
船
穂
真
備
総
社
線
、

酒
津
の
大
橋
が
動
き
出
す
時
期

ま
で
、
財
政
逼
迫
ひ
っ
ぱ
く

の
現
状
か
ら

も
平
成
24
年
ま
で
着
工
を
待
つ

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
管

理
も
国
県
に
見
て
も
ら
う
な
ら
、

約
束
を
先
に
と
っ
て
か
ら
着
工

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

2

休
日
夜
間
の
救
急
救
命
体
制

の
完
備
は
ど
う
な
る
か
。
医
師

会
へ
願
い
や
本
音
を
遠
慮
な
く

言
っ
て
、
具
体
的
な
内
容
を
示

し
て
ほ
し
い
。

3

人
事
考
課
制
度
は
人
が
人
を

評
価
す
る
の
で
、
使
い
道
に
よ

っ
て
は
反
対
の
効
果
も
考
え
ら

れ
る
。
人
材
育
成
が
ど
の
よ
う

●３
人
事
考
課
制
度
は
よ
い
点
も
あ

る
が
、
反
対
の
効
果
が
生
ま
れ
る

こ
と
も
事
実
。
職
員
の
や
る
気
を

そ
ぐ
場
合
は
、
そ
の
都
度
制
度
を

変
え
て
い
き
た
い
。こ
の
制
度
は
、

職
員
の
資
質
向
上
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。

（
市
長
）

農
業
委
員
会
と
し
て
の

農
業
振
興
建
議
に
つ
い
て

農
政
は
難
し
い
局
面
を

迎
え
て
い
る
。
農
業
経
営

の
確
立
を
図
る
た
め
、
農
業
委

員
会
は
ど
の
よ
う
に
市
長
に
対

し
、
建
議
を
す
る
の
か
。

低
迷
す
る
米
価
、
肥
料

や
燃
料
の
高
騰
が
も
た
ら

す
経
営
悪
化
、
後
継
者
不
足
に

よ
る
荒
廃
農
地
の
増
大
、
食
料

自
給
率
の
低
迷
、
食
の
安
全
等

の
問
題
に
対
し
、
農
業
委
員
会

は
身
近
に
で
き
る
問
題
か
ら
取

り
組
み
、
農
家
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
建
議
の
必
要
性
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。（
農
業
委
員
会
会
長
）

◇

こ
の
ほ
か
、
市
長
の
政
治
姿

勢
、
教
育
委
員
会
と
し
て
の
教

育
の
基
本
、
選
挙
管
理
に
つ
い

て
質
問
し
て
い
ま
す
。

自治組織活性化支援事業で落書きの消去作業

郊
外
へ
の
大
型
店
舗
の

進
出
で
中
心
市
街
地
の
衰

退
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状

況
で
あ
る
が
、
大
型
店
舗
の
進

大
型
店
舗
の
進
出
は
、

地
元
業
者
と
共
存
共
栄
し
、

本
市
の
企
業
や
商
店
を
侵
犯
し

な
い
の
が
基
本
原
則
。
も
し
来

る
の
で
あ
れ
ば
、
共
存
共
栄
が

で
き
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
、

大
型
店
舗
内
へ
の
地
元
店
出
店

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
な
ど
、
ル
ー

ル
づ
く
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。（
市
長
）

◇

こ
の
ほ
か
、
情
報
化
の
時
代
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
質
問

し
て
い
ま
す
。

に
進
む
か
、
内
容
を
示
し
て
ほ

し
い
。●１

平
成
18
年
３
月
議
会
の

12
対
11
で
着
工
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
時
点
で
、
国
県
で

の
架
橋
は
消
え
た
。
市
を
二
分

す
る
議
論
に
対
し
、
一
体
感
を

も
っ
て
進
め
る
た
め
、
終
止
符

を
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

倉
敷
の
動
向
を
少
し
待
っ
て
み

る
こ
と
も
意
見
の
一
つ
。
し
か

し
、
国
の
補
助
や
合
併
特
例
債

で
行
え
る
架
橋
は
、
今
の
財
政

状
況
を
考
え
た
と
き
、
進
め
る

べ
き
と
提
案
し
た
い
。

●２
初
期
救
急
の
あ
り
方
は
遅
々

と
し
て
進
ま
な
い
が
、
本
市
が

負
担
す
る
金
額
の
問
題
、
開
所

時
間
、
人
員
、
看
護
師
の
確
保

等
、
医
師
会
の
協
議
の
テ
ー
ブ

ル
に
載
っ
て
い
る
。
今
後
も
医

師
会
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
で

結
論
を
出
し
て
い
き
た
い
。

渡
　
邊
　
繁
　
雄

新
た
な
交
通
網
整
備
に
つ

い
て

消
防
（
救
急
車
）
行
政
に
つ
い
て

1
３
月
議
会
の
名
木
田
議

員
の
一
般
質
問
で
、
バ
ス

路
線
の
維
持
経
費
及
び
高
齢
者

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成
事

業
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
て
、

利
用
者
に
も
負
担
を
し
て
も
ら

い
、
市
内
全
域
に
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
を
導
入
し
て
は
ど
う
か

と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
ど
の
よ
う
な
内
容
で
検
討

を
行
っ
た
の
か
。

2

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
導
入

し
た
場
合
、
試
算
で
は
多
少
負

担
は
増
え
る
が
、
今
の
路
線
バ

ス
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え
て
判

断
し
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
、
部

分
的
に
試
行
運
転
を
行
う
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
通
学
の
足
の
確

保
に
も
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。
弱

者
、
辺
地
に
住
ん
で
い
る
方
へ

の
足
の
確
保
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

●１
平
成
19
年
度
で
９
バ
ス

路
線
の
維
持
経
費
に
２
２

４
４
万
円
の
補
助
金
を
支
出
し

て
い
る
が
、
利
用
者
が
少
な
く
、

一
部
廃
止
の
路
線
も
あ
り
、
現

在
７
路
線
と
な
っ
て
い
る
。
ガ

ラ
ス
張
り
公
開
市
長
室
で
も
公

共
交
通
機
関
の
確
保
を
要
望
す

る
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、
よ
く

勉
強
し
、
議
会
に
相
談
し
た
い
。

ま
た
、
高
齢
者
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
料
金
助
成
事
業
は
、
現
在
交

付
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
日
中

独
居
老
人
を
含
め
て
総
合
的
に

判
断
し
、
改
正
し
て
い
き
た
い
。

●２
現
在
の
主
要
バ
ス
路
線
を
維

持
し
た
上
で
、
路
線
バ
ス
等
の

な
い
地
域
の
公
共
交
通
機
関
を

確
保
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き

努
力
し
て
い
き
た
い
。
（
市
長
）

1
将
来
、
救
急
車
の
有
料

出
動
を
考
え
る
時
期
に
来

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

2
本
当
に
救
急
車
が
出
動
す
べ

き
か
ど
う
か
を
救
急
救
命
士
等

が
確
認
し
て
出
動
す
べ
き
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

●１
有
料
化
に
す
る
と
、
経

済
的
余
裕
の
な
い
者
が
利

用
に
躊
躇

ち
ゅ
う
ち
ょし
た
り
、
公
共
機
関
性

を
逸
脱
し
た
利
用
が
行
わ
れ
た
り

す
る
危
険
性
が
あ
る
。
有
料
化
は

市
独
自
に
判
断
で
き
な
い
。
国
で

は
、
救
急
需
要
に
関
す
る
検
討
会

で
民
間
救
急
車
の
活
用
、
救
急
有

料
化
も
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
市
長
）

●２
明
ら
か
に
い
た
ず
ら
、
誤
報
、

問
い
合
わ
せ
と
い
っ
た
も
の
が

結
構
あ
り
、
出
動
は
し
て
い
な

い
。
全
国
で
は
通
報
内
容
で
の

判
断
を
誤
っ
て
大
変
な
事
故
を

起
こ
し
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
ま

ず
救
急
隊
は
現
場
に
行
き
、
慎

重
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
て
い
る
。
（
消
防
長
）

◇

こ
の
ほ
か
、
県
財
政
に
つ
い

て
質
問
し
て
い
ま
す
。

山手ふれあいタクシー。弱者等の足の確保が急がれる


